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Ⅰ 沿革 

 １ 普及状況 

武蔵野市は、昭和 23年より下水道整備の調査・計画を開始し、昭和 26年３月に善福寺

川、神田川及び石神井川の３排水区 782ha を都市計画決定し、同年 12 月に JR 吉祥寺駅

周辺 39ha の事業認可を取得して下水道事業に着手した。この計画は、吉祥寺駅周辺の雨

水対策として、吉祥寺東町４丁目にポンプ場を建設し、ポンプによって雨水を神田川に排

水するための事業であった。 

昭和 26 年に制定された武蔵野市下水道条例を昭和 31 年 10 月に改正し、翌年度より下

水道使用料の徴収を開始した。その後、昭和 40 年４月に下水道事業の一層の進展と下水

道施設の適正な管理及び運営を図るため、下水道条例の全部を改正した。 

昭和 43 年９月に東京都三多摩地区総合排水計画が策定され、武蔵野市の境、境南町、

桜堤一及び二丁目地域は流域下水道として、石神井川排水区は広域下水道として処理さ

れることとなった。また、同年に野川流域下水道の施行について、東京都と関係各市の間

で協議が成立し、武蔵野市の境、境南町及び桜堤の一部が野川排水区として処理されるこ

ととなった。 

昭和 44 年 12 月に東京都との間で「下水処理事務の委託に関する規約」が成立し、森ヶ

崎処理系統の完成までの間について、暫定的に落合水再生センターで処理することとな

った。 

昭和 45 年に受益者負担金制度を導入し、下水道整備のための財源の見通しをたて、下

水道普及率の向上を図った。また、市民の下水道の早期普及への要望の高まりや国による

下水道整備計画の動向を踏まえ、昭和 45 年 12 月に武蔵野都市計画下水道を変更し、市

域を武蔵野第一処理区（善福寺川・神田川排水区）、武蔵野第二処理区（野川排水区）、武

蔵野第三処理区（石神井川排水区）の３処理区に分けて整備することとなった。 

昭和 47年３月には武蔵野第二処理区を多摩川左岸野川流域下水道関連公共下水道とし、

昭和 51 年３月には武蔵野第三処理区を荒川右岸東京流域下水道関連公共下水道として、

それぞれ事業認可を取得し、整備に着手した。 

昭和 62 年４月に、桜堤三丁目（武蔵野第三処理区の一部 23ha）の下水処理の開始によ

り、市全域の水洗化が可能となり、下水道普及率 100％を達成した。 
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２ 下水道事業の沿革 

 
年  月 事       項 

昭和 23.  下水道整備の調査、設計を開始 

26. 3 武蔵野都市計画下水道を都市計画決定 

26. 3 武蔵野市下水道条例を制定 

26. 12 武蔵野都市計画下水道事業武蔵野市公共下水道事業計画の事業認可を取得 

26. 12 武蔵野市公共下水道事業計画の認可を取得 

27. 4 下水道建設工事に着手 

29. 4 吉祥寺ポンプ場の建設工事に着手 

29. 5 石神井川放流下水道管を買収 

29. 12 武蔵野市下水道条例を一部改正 

30. 1 武蔵野都市計画下水道事業武蔵野市公共下水道事業計画の変更認可を取得 

30. 1 武蔵野市公共下水道事業計画の変更認可を取得 

30. 12 吉祥寺ポンプ場の一部運転を開始 

31. 5 武蔵野市下水道条例を改正 

32. 4 下水道使用料の徴収を開始 

32. 11 武蔵野都市計画下水道事業武蔵野市公共下水道事業計画の変更認可を取得 

34. 8 武蔵野都市計画下水道事業武蔵野市公共下水道事業計画の変更認可を取得 

34. 9 武蔵野市公共下水道事業計画の変更認可を取得 

35. 11 吉祥寺ポンプ場の整備を完了 

36. 4 下水道特別会計を設置 

36. 8 武蔵野都市計画下水道を変更 

36. 8 武蔵野都市計画下水道事業武蔵野市公共下水道事業計画の変更認可を取得 

37. 5 武蔵野市公共下水道事業計画の変更認可を取得 

38. 11 善福寺川排水区幹線（女子大通り）の建設に着手 

39. 4 下水道使用料を改定 

40. 4 武蔵野市下水道条例を改正 

40. 4 下水道使用料を改定 

42. 3 武蔵野都市計画下水道事業武蔵野市公共下水道事業計画の変更認可を取得 

42. 3 武蔵野都市計画下水道を変更 

42. 3 武蔵野市公共下水道事業計画の変更認可を取得 

43. 9 東京都が東京都三多摩地区総合排水計画を策定 

44. 1 武蔵野都市計画下水道事業武蔵野市公共下水道事業計画の変更認可を取得 

44. 2 善福寺川排水区幹線（女子大通り）の整備を完了 

44. 3 三鷹市と共同で設置する井の頭ポンプ場の建設に着手 

44. 5 武蔵野市公共下水道事業計画を変更認可を取得 

44. 12 東京都と下水処理事務の委託に関する規約が成立 

44. 12 井の頭ポンプ場の整備を完了 

45. 1 神田川排水区、善福寺川排水区の一部を処理区域として供用開始 

45. 4 武蔵野市下水道受益者負担金条例を施行 

45. 4 下水道使用料を改定 

45. 12 善福寺川排水区幹線（五日市街道）のシールド工事に着手 

45. 12 武蔵野都市計画下水道を変更 

46. 2 武蔵野都市計画下水道事業武蔵野市公共下水道事業計画の変更認可を取得 

46. 5 下水道台帳図の作成に着手 

47. 3 武蔵野市公共下水道（多摩川流域野川処理区関連）事業計画の事業認可を取得 

47. 4 武蔵野都市計画下水道事業武蔵野市公共下水道事業計画の変更認可を取得 

47. 4 下水道使用料を改定 

48. 4 下水道使用料を改定 
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年  月 事       項 

昭和 49. 3 善福寺川排水区幹線の布設を完了 

49. 4 野川排水区の一部を処理区域として供用開始 

49. 4 下水道使用料を改定 

49. 12 武蔵野都市計画下水道を変更 

50. 4 下水道使用料を改定 

51. 2 下水道使用料を改定 

51. 3 武蔵野市公共下水道（荒川右岸処理区関連）事業計画の事業認可を取得 

51. 3 武蔵野都市計画下水道事業武蔵野市公共下水道事業計画の変更認可を取得 

52. 10 武蔵野市下水道条例を改正 

52. 12 武蔵野都市計画下水道を変更 

53. 5 武蔵野市公共下水道（荒川右岸処理区関連）事業計画の変更認可を取得 

54. 4 下水道使用料を改定 

57. 4 下水道使用料を改定 

57. 8 下水道台帳図の整備を完了 

58. 3 武蔵野市公共下水道（荒川右岸処理区関連）事業計画の変更認可を取得 

58. 3 武蔵野都市計画下水道事業武蔵野市公共下水道事業計画の変更認可を取得 

59. 7 石神井川排水区の一部を処理区域として供用開始 

60. 4 下水道使用料を改定 

60. 10 下水道使用料を改定 

62. 4 普及率 100％ 

平成 2. 5 武蔵野市公共下水道（多摩川流域野川処理区関連）事業計画の変更認可を取得 

2. 8 武蔵野都市計画下水道事業武蔵野市公共下水道事業計画の変更認可を取得 

5. 2 武蔵野市公共下水道（荒川右岸処理区関連）事業計画の変更認可を取得 

5. 3 武蔵野都市計画下水道事業武蔵野市公共下水道事業計画の変更認可を取得 

6. 4 武蔵野市雨水浸透施設助成金交付要綱を制定 

7. 4 下水道使用料を改定 

8. 1 武蔵野市公共下水道事業計画の変更認可を取得 

8. 1 武蔵野市公共下水道（多摩川流域野川処理区関連）事業計画の変更認可を取得 

8. 4 武蔵野市雨水流出抑制施設設置要綱及び武蔵野市雨水流出抑制施設技術指針を制定 

8. 9 武蔵野市下水道条例を全部改正 

9. 4 下水道使用料を改定 

9. 4 受益者負担金制度を廃止 

10. 12 武蔵野市公共下水道（荒川右岸処理区関連）事業計画の変更認可を取得 

10. 2 武蔵野都市計画下水道を変更 

11. 3 武蔵野都市計画下水道事業武蔵野市公共下水道事業計画の変更認可を取得 

12. 1 武蔵野市公共下水道（多摩川流域野川処理区関連）事業計画の変更認可を取得 

12. 2 武蔵野市公共下水道事業計画の変更認可を取得 

12. 2 武蔵野都市計画下水道事業武蔵野市公共下水道事業計画の変更認可を取得 

16. 2 武蔵野市公共下水道（荒川右岸処理区関連）事業計画の変更認可を取得 

17. 12 公共下水道耐震化工事に着手 

18. 3 武蔵野市公共下水道事業計画の変更認可を取得 

18. 3 武蔵野市公共下水道（多摩川流域野川処理区関連）事業計画の変更認可を取得 

18. 3 武蔵野市公共下水道（荒川右岸処理区関連）事業計画の変更認可を取得 

18. 5 武蔵野都市計画下水道事業武蔵野市公共下水道事業計画の変更認可を取得 

18. 8 雨水貯留浸透施設設置（学校・公園）に着手 

19. 4 武蔵野市善福寺川排水区総合浸水対策緊急計画を策定 

21. 3 武蔵野市下水道総合計画を策定 

21. 6 武蔵野市建築物に設置される排水槽等の改善対策に係る助成金交付要綱施行 

22. 3 武蔵野市公共下水道事業計画の変更認可を取得 
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年  月 事       項 

22. 10 下水道使用料を改定 

22. 11 武蔵野都市計画下水道を変更 

23. 3 武蔵野市公共下水道（多摩川流域野川処理区関連）事業計画を変更 

23. 3 武蔵野市公共下水道（荒川右岸処理区関連）事業計画を変更 

23. 4 武蔵野都市計画下水道事業武蔵野市公共下水道事業計画の変更認可を取得 

23. 4 下水道使用料を改定 

23. 12 北町ポンプ所を移設 

24. 3 武蔵野市下水道総合地震対策計画を策定 

24. 10 武蔵野市雨水の地下への浸透及び有効利用の推進に関する条例を施行 

25. 3 武蔵野市下水道長寿命化計画（武蔵野第１処理区）を策定 

25. 3 吉祥寺東町四丁目合流改善施設を設置 

25. 12 武蔵野市下水道事業基金条例を施行 

26. 3 武蔵野市公共下水道事業計画を変更 

26. 3 武蔵野都市計画下水道事業武蔵野市公共下水道事業計画の変更認可を取得 

26. 4 武蔵野市下水道総合計画を改定 

26. 7 「水の学校」事業を開始 

26. 5 神田川排水区合流改善施設を設置 

27. 1 吉祥寺東町一丁目合流改善施設を設置 

27. 1 吉祥寺北町雨水貯留施設を設置 

27. 4 武蔵野市流域対策実施計画を策定 

27. 9 「水の学校」第 8回国土交通大臣賞（循環の道下水道賞）を受賞 

28. 3 武蔵野市公共下水道事業計画を変更 

28. 3 武蔵野市公共下水道（多摩川流域野川処理区関連）事業計画を変更 

28. 3 武蔵野市公共下水道（荒川右岸処理区関連）事業計画を変更 

28. 3 武蔵野都市計画下水道事業武蔵野市公共下水道事業計画の変更認可を取得 

28. 4 下水道使用料を改定 

28. 10 武蔵野市公共下水道事業地方公営企業法適用基本方針を策定 

28. 11 石神井川排水区雨水幹線を整備 

30. 4 武蔵野市下水道総合計画を改定 

令和元. 9 武蔵野市下水道事業の設置等に関する条例を制定  

元. 11 武蔵野市下水道ストックマネジメント計画を策定 

2. 3 「水の学校」事業が終了 

2. 3 武蔵野市雨水の地下への浸透及び有効利用の推進に関する条例を改正 

2. 4 公営企業会計を開始 

2. 4 下水道使用料を改定 

3. 3 武蔵野都市計画下水道事業武蔵野市公共下水道事業計画の変更認可を取得 

3. 3 武蔵野市公共下水道事業計画を変更 

3. 3 武蔵野市公共下水道（多摩川流域野川処理区関連）事業計画を変更 

3. 3 武蔵野市公共下水道（荒川右岸処理区関連）事業計画を変更 
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環境部 下水道課

 総務係

 事業計画係

 施設管理係

Ⅱ 機構 

１ 機構 

 

 

 

 

２ 事務分掌 

総務係 (1) 下水道使用料に関すること。 

(2) 下水道事業に伴う関係機関との連絡調整に関すること。 

(3) 河川に係る連絡調整に関すること。 

(4) 下水道事業会計の経理に関すること。 

(5) 下水道事業会計の予算及び決算に関すること。 

(6) 下水道及び水循環の啓発に関すこと。 

(7) 流域下水道等維持管理負担金に関すること。 

(8) 固定資産台帳の管理に関すること。 

(9) 課内の庶務に関すること。 

事業計画係 (1) 流域別下水道整備総合計画に係る事項の協議及び調整に関すること。 

(2) 下水道事業の各種計画の策定、変更、認可等に関すること。 

(3) 下水道事業に係る補助金及び起債に関すること。 

(4) 下水道施設の建設改良工事の設計及び施工に関すること。 

(5) 流域下水道等建設負担金に関すること。 

(6) ストックマネジメントに関すること。 

施設管理係 (1) 排水設備及び水洗化に関すること。 

(2) 排水設備工事事業者等の指定及び指導育成に関すること。 

(3) 特定施設等に係る指導等水質規制に関すること。 

(4) 雨水浸透等対策の推進に関すること。 

(5) 臭気抑制対策に関すること。 

(6) 下水道施設の維持管理（清掃、点検、調査等）に関すること。 

(7) 下水道施設の維持修繕工事の設計及び施工に関すること。 

(8) 下水道施設の占用に関すること。 

(9) 公共ます及びその他下水道施設の自費工事申請等に関すること。 

(10) 下水道台帳の管理に関すること。 

 

３ 人員配置                          （単位 人） 

職務名 

所属 
課長 課長補佐 

係長 

主査 
主任 主事 計 

会計年度 

任用職員 

総務係 １ １ １ ３  ６ １ 

事業計画係  １  ２ ２ ５  

施設管理係 １ １ ＊３ １ ６ ４ 

計 １ ２ ３ ８ ３ 17 ５ 

 ※課長は総務係の計欄に含める。 

 ※＊印うち１人はフルタイム再任用職員で内数。 
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４ 職種別給与費 

区 分 
年間支給額等 

（千円） 

１人当たり月平均 

  支給額（円） 

事
務
職
員 

職員数 ６ 人  

基本給 25,916  359,944  

手 当 3,245  45,069  

内 

訳 

超過勤務手当 2,326  32,305  

特殊勤務手当 0  0  

その他 919  12,764  

計 29,161  405,013  

期末勤勉手当 9,815     〔1,635,833〕 

平均年齢  38.3 歳 

平均経験年数  14.8 年 

技
術
職
員 

職員数 11 人  

基本給 48,562  367,894  

手 当 6,920  52,424  

内 

訳 

超過勤務手当 4,166  31,560  

特殊勤務手当 0  0  

その他 2,754  20,864  

計 55,482  420,318  

期末勤勉手当     18,333    〔1,666,636〕 

平均年齢  41.9 歳 

平均経験年数  11.5 年 

合 

計 
職員数 17 人  

基本給 74,478  365,088  

手 当 10,165  49,828  

内 

訳 

超過勤務手当 6,492  31,823  

特殊勤務手当 0  0  

その他 3,673  18,005  

計 84,643  414,916  

期末勤勉手当 28,148  〔1,655,765〕 

平均年齢  40.6 歳 

平均経験年数  12.7 年 

※期末勤勉手当欄〔 〕は、１人当たり年間支給額 

※当年度において、会計年度任用職員の報酬として 16,015,868 円を支給した。 

※当年度において、会計年度任用職員の期末手当として 3,199,680 円を支給した。 

※当年度において、期末勤勉手当６月分（法定福利費を含む。）として 17,867,391 円を支給

することとなったため、賞与引当金 13,177,363 円を取り崩した。 
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Ⅲ 業務統計 

１ 雨水処理・汚水処理 

  １）汚水処理 

処理区名 排除方式 面積（ha） 送水先 

第１処理区 合流式 727  落合水再生センター（暫定） 

森ケ崎水再生センター 

第２処理区 合流式 256  森ケ崎水再生センター 

第３処理区 分流式 90  清瀬水再生センター 

計 1,073   

  ２）雨水処理 

  排水区名 排除方式 面積（ha） 放流先 

善福寺川排水区 合流式  641  善福寺川へ放流 

神田川排水区 合流式  86  神田川へ放流 

野川排水区 合流式 256  流域下水道幹線を経て野川へ放流 

石神井川排水区 分流式 90  石神井川へ放流 

計 1,073   

 

２ 普及率及び水洗化率 

全体計画人口（人） 行政区域内人口（人） 処理区域内人口（人） 普及率（%） 

131,300 148,300 

148,300 100.00 

水洗化人口（人） 水洗化率（%） 

148,298 100.00 

 

３ 主な施設一覧 

１）管路施設 

区分 
管きょ 土地・施設 

管径(ｍｍ) 延長(ｍ) 吐口用地 

304.06 ㎡（神田川） 

140.00 ㎡（原寺分橋） 

14.95 ㎡（原橋） 

下水道用地 

340.94 ㎡（関前 4－5） 

259.28 ㎡（石神井川・区

分地上権） 

公
共
下
水
道 

合流 
〇125～3,000 

□500×300～4,000×2,400 
276,675.7 

汚水 ○150～1,000 11,549.0 

雨水 
○200～2,600 

20,729.3 

その他 
○75～1,650 

□240×240～2,000×2,000 
5,708.9 

雨水貯留浸透施設 21 箇所 

ポンプ施設 ８箇所 

合計  314,662.9  
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２）ポンプ施設 

No. 名  称 用途 所在地 
容量 
（㎥） 

設置年度 土地・建物 

１ 桜堤ポンプ所 

浸水対策 

（分流雨水管排水

を流入） 

桜堤 3-7 12.5 S53  

２ 大野田ポンプ所 
浸水対策 

（道路排水を流入） 

吉祥寺北町

4-8 
29 

S32 

(S63 増設) 

土地：198.41 ㎡ 

建物：19.05 ㎡ 

３ 北町ポンプ所 
浸水対策 

（道路排水を流入） 

吉祥寺北町

1-23 
13 

S63 

(H23 移設) 
 

４ 北町雨水貯留施設 
浸水対策 

（道路排水を流入） 

吉祥寺北町

1-23 
4,500 H26  

５ 

吉祥寺東町一丁目 

合流式下水道改善

施設 

合流改善対策 

（合流下水を流入） 

吉祥寺東町

1-23 
8,500 H26 

土地：1,853.62 ㎡ 

建物：781.60 ㎡ 

６ 

吉祥寺東町四丁目 

合流式下水道改善

施設 

合流改善対策 

（合流下水を流入） 

吉祥寺東町

4-18 
1,200 H24 土地：2,099.87 ㎡ 

７ 

神田川排水区合流

式下水道改善施設 

（東部公園） 

合流改善対策 

（合流下水を流入） 

吉祥寺南町

3-41 
800 H26  

８ 

神田川排水区合流

式下水道改善施設 

（井の頭二丁目） 

合流改善対策 

（合流下水を流入） 

三鷹市井の

頭 2-3 
200 H26  

９ 井の頭ポンプ場 

水再生センターへ

の圧送対策 

（三鷹市管理） 

三鷹市井の

頭 1-4 
- S45 

土地：381.62 ㎡ 

建物：278.59 ㎡ 
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４ 処理水量及び有収水量 

総処理水量（㎥） 23,533,190 
汚水処理水量（㎥） 16,917,453 

雨水処理水量（㎥）  6,615,737 

有収水量（㎥） 16,887,027 
  

 

 ５ 普及の推移 

項目 

年度 

行政区域内 

人口（人） 

処理区域内 

人口（人） 

水洗化人口 

（人） 

普及率 

（％） 

水洗化率 

（％） 

平成 14 年度 133,793 133,793 133,484 100.00 99.77 

平成 15 年度 133,610 133,610 133,286 100.00 99.76 

平成 16 年度 134,873 134,873 134,599 100.00 99.80 

平成 17 年度 136,406 136,406 136,132 100.00 99.80 

平成 18 年度 136,516 136,516 136,491 100.00 99.98 

平成 19 年度 136,770 136,770 136,747 100.00 99.98 

平成 20 年度 137,149 137,149 137,126 100.00 99.98 

平成 21 年度 135,065 135,065 135,055 100.00 99.99 

平成 22 年度 136,003 136,003 135,993 100.00 99.99 

平成 23 年度 138,301 138,301 138,291 100.00 99.99 

平成 24 年度 139,535 139,535 139,526 100.00 99.99 

平成 25 年度 141,584 141,584 141,575 100.00 99.99 

平成 26 年度 142,899 142,899 142,889 100.00 99.99 

平成 27 年度 143,630 143,630 143,621 100.00 99.99 

平成 28 年度 144,606 144,606 144,597 100.00 99.99 

平成 29 年度 145,491 145,491 145,484 100.00 100.00 

平成 30 年度 146,645 146,645 146,640 100.00 100.00 

令和元年度 147,519 147,519 147,513 100.00 100.00 

令和２年度 147,975 147,975 147,969 100.00 100.00 

令和３年度 148,300 148,300 148,298 100.00 100.00 
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Ⅳ 事業概況 

１ 維持管理（税込み） 

１）下水道維持管理事業 212,115,940 円 

管路施設やポンプ施設等の下水道施設の点検・清掃、修繕及び資材の購入等を実

施した。 

 

２）下水道ストックマネジメント推進事業 45,382,700 円 

令和元年 11 月に策定した下水道ストックマネジメント計画に基づき、下水道施

設の点検及び調査、修繕工事を実施した。 

 

３）区部流入・流域下水道維持管理負担金 1,059,908,579 円 

本市が東京都の区部及び流域下水道に排出した下水を水再生センターで処理する

ために要する費用を負担金として支出した。 

 

 

２ 建設事業（税込み） 

１）下水道ストックマネジメント推進事業 36,633,300 円 

令和元年 11 月に策定した下水道ストックマネジメント計画に基づき、管路施設

の設計及びポンプ施設の交換を実施した。 

 

２）石神井川排水区雨水幹線整備事業 627,647,080 円 

老朽化した石神井川排水区の既設雨水管について、新設した雨水幹線への切替え

工事を実施した。 

 

３）雨水貯留浸透施設設置事業 96,005,800 円 

近年増大している局地的大雨等による浸水被害の軽減及び水環境の保全を図るた

め、雨水貯留浸透施設の設計及び新設工事等を実施した。 

 

４）公共下水道建設事業 37,173,400 円 

拡幅整備を行っている都道等において、管路施設の設計及び新設工事等を実施し

た。 

 

５）区部流入・流域下水道建設等負担金 78,431,930 円 

本市が東京都の区部及び流域下水道に排出した下水を処理するための下水道施設

の建設及び改良に要する費用を負担金として支出した。 
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３ 届出･申請関係   

１）排水設備計画届出等                  

届出件数 

(件) 

検査件数 

(件) 

検査内容 公共下水 

臨時使用届 

（件） 

汲取り改造 

(件) 

浄化槽切替 

(件) 

新築家屋 

(件) 

その他工事 

(件) 

476 535 － － 489 46 ９ 

 

２）雨水排水計画届出                 

届出件数 

(件) 

設置件数 

(件) 

施設別設置数 

浸透ます 

(個) 

浸透トレンチ 

(ｍ) 

貯留槽 

(㎥) 
その他 

445 456 2,103 528.9 1,389 − 

 

４ 水質検査関係 

公共下水道接続点水質検査 特定事業場排水水質検査 

検査箇所 

(箇所) 

延べ検査回数 

(回) 

検査箇所 

(箇所) 

延べ検査回数 

(回) 

４ 14 22 66 
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Ⅴ 財務 

 １ 損益計算書 

 
 

 

 

 

 

 

 

（単位　千円）

2,988,961 2,863,633

1 2,067,703 2,145,462

(1) 下水道使用料 1,268,120 1,278,917

(2) 他会計負担金 798,936 865,904

(3) その他営業収益 647 641

2 724,889 718,171

(1) 受取利息及び配当金 7 18

(2) 他会計負担金 75,913 58,292

(3) 補助金 5,250 7,812

(4) 長期前受金戻入 641,682 651,987

(5) 雑収益 2,037 62

3 196,369 0

(1) 過年度損益修正益 196,369 0

2,837,647 2,821,707

1 2,654,438 2,688,740

(1) 管きょ費 210,629 241,750

(2) ポンプ場費 52,713 50,498

(3) 流域下水道等管理費 1,043,709 1,034,794

(4) 総係費 273,653 249,432

(5) 減価償却費 1,072,153 1,079,681

(6) 資産減耗費 1,581 32,585

2 135,922 132,967

(1) 支払利息及び企業債取扱諸費 115,241 109,794

(2) 雑支出 20,681 23,173

3 47,287 0

(1) その他特別損失 47,287 0

151,314 41,926

特 別 損 失

純 利 益

　　　　　　　　　　　　　　年度
　科目

収 益

営 業 収 益

営 業 外 収 益

特 別 利 益

費 用

令和２年度 令和３年度 　　　年度

営 業 費 用

営 業 外 費 用
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 ２ 貸借対照表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位　千円）

24,966,629 24,768,092

1 23,952,259 23,866,943

(1) 有形固定資産 20,363,318 20,270,079

(2) 無形固定資産 2,732,692 2,720,615

(3) 投資その他資産 856,249 876,249

2 1,014,370 901,149

(1) 現金・預金 472,399 455,630

(2) 未収金 541,958 445,505

(3) 前払金 13 14

24,966,629 24,768,092

21,712,799 21,448,765

3 7,609,047 7,433,188

(1) 企業債 7,609,047 7,433,188

4 1,020,128 796,454

(1) 企業債 330,135 342,858

(2) 未払金 667,768 442,398

(3) 前受金 9,048 0

(4) 引当金 13,177 11,013

(5) その他流動負債 0 185

5 13,083,624 13,219,123

(1) 長期前受金 13,725,307 14,505,598

(2) 長期前受金収益化累計額 △ 641,683 △ 1,286,475

3,253,830 3,319,327

6 2,331,217 2,354,788

7 922,613 964,539

(1) 資本剰余金 771,299 771,299

(2) 利益剰余金 151,314 193,240

負 債

資 本

資 本 金

剰 余 金

流 動 資 産

負 債 ・ 資 本

固 定 負 債

流 動 負 債

繰 延 収 益

固 定 資 産

　　　　　　　　　　　　　　年度
　科目

令和２年度 令和３年度 　　　年度

資 産
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３ キャッシュ・フロー計算書 

 

 

 

 

（単位　千円）

1 業務活動によるキャッシュ・フ ロー 525,271 535,655

当年度純利益 151,314 41,926

減価償却費 1,072,153 1,079,681

賞与引当金の増減額（△は減少） 9,583 △ 1,080

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,305 △ 118

固定資産除却費 1,581 9,646

受取利息及び配当金 △ 7 △ 18

長期前受金戻入 △ 641,682 △ 651,987

支払利息及び企業債取扱諸費 115,241 109,793

未収金の増減額（△は増加） △ 201,617 198,916

前払金の増減額（△は増加） △ 13 △ 1

未払金の増減額（△は減少） 157,064 △ 74,753

前受金の増減額（△は減少） 9,048

その他流動負債の増減額（△は減少） 185

その他 △ 34,465 △ 66,760

小計 640,505 645,430

利息及び配当金の受取額 7 18

利息及び企業債取扱諸費の支払額 △ 115,241 △ 109,793

2 投資活動によるキャッシュ・フ ロー △ 44,132 △ 412,860

有形固定資産の取得による支出 △ 346,145 △ 966,722

有形固定資産の除却による支出 △ 1,000

無形固定資産の取得による支出 △ 55,324 △ 96,216

基金への積立による支出 △ 18,000 △ 20,000

国庫補助金等による収入 66,723

負担金による収入 376,337 603,355

3 財務活動によるキャッシュ・フ ロー △ 143,426 △ 139,564

建設改良 目的 企業 債に よる 収入 153,700 167,000

建設改良目的企業債の償還による
支 出

△ 321,179 △ 330,135

他会計からの出資による収入 24,053 23,571

337,713 △ 16,769

134,686 472,399

472,399 455,630

令和３年度 　　　年度

資金期末残高

資金増加額（又は減少額）

資金期首残高

令和２年度
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４ 費用構成 

１）目別節別費用構成 

 

 

0

合 計 2,821,707

特 別 損 失 0

100.0 249,432 100.0 1,079,681

0

100.0 241,750 50,498

00.0 0 0 0 0 0

32,585 132,967 01,034,794 249,432 1,079,681

23,173 17.4 0.0

2,821,707 100.0 241,750 100.0 50,498

10,946 4.4 0.0 0.0

0.0100.0 32,585 100.0 132,967 100.0 0100.0 1,034,794

34,726 1.2 467 0.2 140 0.3 0.0

0.0

0.0 0.0

109,794 3.9 0.0

0.0 0.0 32,585 100.0

0.00.0 0.0 109,794 82.60.0 0.0

0.0100.0 0.0 0.0

2,429 0.1

32,585 1.1 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 1,079,6811,079,681 38.3 0.0

0.0 0.00.0 2,429 4.8 0.0

0.6

0.00.0

0.00.0 0.0

0.0 0.00.0

0.0

1,076,425 38.1 144 0.1 39,997

0.0 0.0

0.079.2 1,034,794 100.0 1,490

551 0.0 551 0.2 0.0 0.0

0.0

0.00.0 0.0

0.0 0.0241,007 8.5 86,185

0.00.7 0.0 150 0.1120,223 4.3 119,721 49.5 352

147,242 59.0 0.035.6 7,580 15.0 0.0

0.6 712 0.00.0 0.0 0.00.0 0.0 0.3

0.00.0 0.0 0.00.0 0.0 13,965 5.6

0.0

19,143 0.7 5,178 2.1

65,473 26.286,886 3.1 21,413 8.9 0.0

0.0 9,454 3.8

0.0 0.00.0 0.0

そ の 他

小 計

経
常
費
用

目

節 金額 構成比 金額 構成比

16,196 0.6 6,742 2.8報 酬

給 与 ・ 手 当

法 定 福 利 費

通 信 運 搬 費

委 託 料

修 繕 費

材 料 費

2,061 0.1 1,349

負 担 金

動 力 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

支 払 利 息

金額 構成比 金額 構成比金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

0.00.0 0.0 0.00.0

（単位　千円、％）

金額 構成比 金額 構成比

合計 管きょ費 ポンプ場費 流域下水道等管理費 総係費 減価償却費 資産減耗費 営業外費用 特別損失
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２）目別費用構成 

 

 

３）節別費用構成 

 

管きょ費

241,750 千円

8.6%

ポンプ場費

50,498 千円

1.8%

流域下水道等管理費

1,034,794 千円

36.7%

総係費

249,432 千円

8.8%

減価償却費

1,079,681 千円

38.3%

資産減耗費

32,585 千円

1.2%

営業外費用

132,967 千円

4.7%

総 費 用

2,821,707 千円

100%

給与・手当

86,886 千円

3.1%

法定福利費

19,143 千円

0.7%

委託料

241,007 千円

8.5%

修繕費

120,223 千円

4.3%

負担金

1,076,425 千円

38.1%

減価償却費

1,079,681 千円

38.3%

支払利息

109,794 千円

3.9%

その他

88,548 千円

3.1%

総 費 用

2,821,707 千円

100%
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５ 収益構成 

 

 

 

 

 

合計 2,988,961 100.0 2,863,633 100.0

 過年度損益修正益 196,369 6.6 0 0.0

 雑収益 2,037 0.1 62 0.0

 長期前受金戻入 641,682 21.5 651,987 22.8

 補助金 5,250 0.2 7,812 0.3

 他会計負担金 75,913 2.5 58,292 2.0

 受取利息及び配当金 7 0.0 18 0.0

 その他営業収益 647 0.0 641 0.0

 他会計負担金 798,936 26.7 865,904 30.2

金額 構成比

 下水道使用料 1,268,120 42.4 1,278,917 44.7

項目 金額 構成比 金額 構成比

（単位　千円、％）

年度 令和２年度 令和３年度 　　　年度

下水道使用料

1,278,917 千円

44.7%

他会計負担金

865,904 千円

30.2%

その他営業収益

641 千円

0.0%

受取利息及び配当金

18 千円

0.0%

他会計負担金

58,292 千円

2.0%

補助金

7,812 千円

0.3%

長期前受金戻入

651,987 千円

22.8%

雑収益

62 千円

0.0%

総 収 益

2,863,633 千円

100%
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６ 年度別収支比較表 

 

 経常費用 2,790,360 2,821,707

 経常収支比率 100.08 101.49

 総収支比率 105.33 101.49

 経常収益 2,792,592 2,863,633

 総収益 2,988,961 2,863,633

 総費用 2,837,647 2,821,707

（単位　千円、％）
年度

令和２年度 令和３年度 　　　年度
項目
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７ 経営指標等の比較分析 

 

■東京都　武蔵野市

■経営の健全性・効率性に関する指標

①経常収支比率（％）

指標の概要

指標の分析

年　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

武蔵野市 - - - - 100.08 101.49

類似団体平均値 - - - 109.00 107.09

②累積欠損金比率（％）

指標の概要

指標の分析

年　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

武蔵野市 - - - - 0.00 0.00

類似団体平均値 - - - 0.28 0.59

決算日現在、令和３年度分の平均値は公表されていない。

処理区域内人口(人) 処理区域面積（㎢） 処理区域内人口密度(人/㎢)

148,300 10.73 13,821.06

人口(人) 面積（㎢） 人口密度(人/㎢)

148,025 10.98 13,481.33

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(%) 普及率(%) 有収率(%) 1か月20㎥あたり家庭料金(円)

- 66.77 100.00 99.82 1,199

業務名 事業名 事業名 類似団体区分 管理者の情報

法適用 下水道事業 公共下水道 Aa 非設置

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

武蔵野市 類似団体平均値

算出式＝ ×100 
経常収益（千円）
経常費用（千円）

経常収支比率は、当該年度において、使用料収入や一般会計からの繰入金等の収益で、維持管理費や支払利息等の費
用をどの程度賄えているかを表す指標である。

100％を上回っている場合、単年度の収支が黒字であることを示す。

令和３年度は黒字であることを示す100％を上回り、また、使用料収益の微増等の影響により、比率は前年度と比較
し上昇している。引き続き使用料収入の動向に注意し、健全な経営を目指していく。

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

武蔵野市 類似団体平均値

算出式＝ ×100 
当年度未処理欠損金（千円）

営業収益（千円）－受託工事収益（千円）

営業収益に対する累積欠損金（営業活動により生じた損失で、前年度からの繰越利益剰余金等でも補填することがで
きず、複数年度にわたって累積した欠損金のこと）の状況を表す指標である。

０％であれば累積欠損金が発生していないことを示す。

令和３年度においても前年度と同様に純利益を計上しており、指標数値は０％である。
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③流動比率（％）

指標の概要

指標の分析

年　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

武蔵野市 - - - - 99.44 113.15

類似団体平均値 - - - 71.19 77.72

④企業債残高対事業規模比率（％）

指標の概要

指標の分析

年　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

武蔵野市 - - - - 195.84 190.75

類似団体平均値 - - - 517.34 485.60

⑤経費回収率（％）

指標の概要

指標の分析

年　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

武蔵野市 - - - - 101.13 100.23

類似団体平均値 - - - 99.89 99.95

決算日現在、令和３年度分の平均値は公表されていない。

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

武蔵野市 類似団体平均値

算出式＝ ×100 
流動資産（千円）
流動負債（千円）

短期的な債務に対する支払能力を表す指標である。
100％を上回っている場合、１年以内に支払うべき債務に対して支払うことができる現金等がある状況を示す。

令和３年度は、100％を上回り、類似団体平均値と比較しても高い水準となっており、短期的な支払能力は確保して
いる。

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

武蔵野市 類似団体平均値

算出式＝ ×100 
企業債現在高合計（千円） － 一般会計負担額（千円）

営業収益（千円）－受託工事収益―（千円）雨水処理負担金（千円）

使用料収入に対する企業債残高の割合であり、企業債残高の規模を表す指標である。

20％の起債抑制を行っており、類似団体平均値と比較して、低い数値に抑えられており、企業債が経営に与えてい
る影響は小さい。

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

武蔵野市 類似団体平均値

算出式＝ ×100 
下水道使用料（千円）

汚水処理費（公費負担分を除く）（千円）

使用料で回収すべき経費を、どの程度使用料で賄えているかを表した指標である。
100％を上回っている場合、使用料で回収すべき経費を使用料で賄えている状況を示す。

令和３年度は、汚水処理費が増加したたため、前年度より下降しているが、100％を上回っており、必要な経費を使

用料収入で賄うことができている。
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⑥汚水処理原価（円）

指標の概要

指標の分析

年　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

武蔵野市 - - - - 73.97 75.56

類似団体平均値 - - - 112.40 110.21

⑦水洗化率（％）

指標の概要

指標の分析

年　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

武蔵野市 - - - - 100.00 100.00

類似団体平均値 - - - 96.97 97.70

決算日現在、令和３年度分の平均値は公表されていない。

0
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80

100

120

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

武蔵野市 類似団体平均値

算出式＝ ×100 
汚水処理費（公費負担分を除く）（千円）

年間有収水量

有収水量１㎥あたりの汚水処理に要した費用であり、汚水資本費・汚水維持管理費の両方を含めた汚水処理に係るコ
ストを表した指標である。

令和３年度は、汚水処理費の増加により上昇しているが、類似団体平均値と比較して、低い数値となっている。
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20.00

40.00
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80.00

100.00

120.00

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

武蔵野市 類似団体平均値

算出式＝ ×100 
現在水洗便所設置済人口

現在処理区域内人口

現在処理区域内人口のうち、実際に水洗便所を設置して汚水処理している人口の割合を表した指標である。

おおむね100％を達成しており、汚水処理が適切に行われているといえる。
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■老朽化の状況

①有形固定資産減価償却率（％）

指標の概要

指標の分析

年　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

武蔵野市 - - - - 4.89 9.29

類似団体平均値 - - - 24.54 23.38

②管きょ老朽化率（％）

指標の概要

指標の分析

年　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

武蔵野市 - - - - 35.92 44.17

類似団体平均値 - - - 7.66 8.20

③管きょ改善率（％）

指標の概要

指標の分析

年　度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

武蔵野市 - - - - 0.03 0.11

類似団体平均値 - - - 0.16 0.14

決算日現在、令和３年度分の平均値は公表されていない。
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10.00

20.00

30.00

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

武蔵野市 類似団体平均値

算出式＝ ×100 
有形固定資産減価償却累計額（千円）

有形固定資産のうち償却対象資産の帳簿価格（千円）

有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がどの程度進んでいるかを表す指標で、資産の老朽化度合を示している。

類似団体平均値と比較して低い水準となっているが、これは法適用時に過去の減価償却累計額相当分を控除してい

るためであり、実際には指標以上に老朽化が進んでいる。
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0.3

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

武蔵野市 類似団体平均値

算出式＝ ×100 

算出式＝ ×100 
法定耐用年数を経過した管きょ延長（千ｍ）

下水道管きょ布設延長（千ｍ）

法定耐用年数を超えた管きょ延長の割合を表す指標で、管きょの老朽化度合を示している。

初期に布設された管きょは法定耐用年数を経過しており、管きょ老朽化率は類似団体平均値と比較して、高い水準

となっている。今後も多くの管きょが更新時期を迎えることが見込まれ、数値は上昇傾向である。

改善（更新、改良、維持）管きょ延長（千ｍ）
下水道管きょ布設延長（千ｍ）

当該年度に更新した管渠延長の割合を表した指標で、管渠の更新ペースや状況を把握できる。

類似団体平均値と比較してほぼ同水準となっているが、本市は下水道の整備時期が早かったこともあり、今後多く
の管きょの更新時期を迎えることが見込まれているため、ストックマネジメント計画に基づく計画的な更新を進めて
いく。
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Ⅵ 下水道使用料等 

１ 下水道使用料 

１） 下水道使用料の変遷 

 

S32.4.1 4円 2円 最低使用料42円/月

S39.4.1 4円 2円 10円未満切捨

S40.4.1 4円 2円 新下水道法施行（新条例）

S45.4.1 4円 2円 4.9円/ｍ3 第一処理区供用開始
従量制使用料を採用

S47.4.1 4円 2円 5.2円/ｍ3

S48.4.1 4円 2円 5.5円/ｍ3

S49.4.1 4円 2円 6円/ｍ3 第二処理区供用開始

S50.4.1 4円 2円 8円/ｍ3

S51.2.1 5円 3円 18円/ｍ3

S54.4.1 5円 3円 22円/ｍ3

S57.4.1 5円 3円 31円/ｍ
3

S60.4.1 5円 3円 38円/ｍ3 第三処理区供用開始

S60.10.1 9円 5円 38円/ｍ
3

H7.4.1 9円 5円 42円/ｍ
3

（浴場汚水）

400円

 11 ～ 20   50円

 21 ～ 50   60円

 51 ～ 100  70円

101 ～ 200  85円

201 ～ 500  100円

501 ～ 1,000 130円

1,001以上 180円

450円
基本使用料
：150円

  9 ～ 20   50円

 21 ～ 30   60円

 31 ～ 50   65円

 51 ～ 100  75円

101 ～ 200  90円

201 ～ 500  105円

501 ～ 1,000 130円

1,001以上 180円

従量使用料

（９ｍ3以上）
：26円

基本使用料
：133円

従量逓増制使用料を採用し、
消費税を5％に変更

従
量
逓
増
使
用
料

従量使用料

（11ｍ
3
以上）

：25円

H22.10.1

基本使用料

（8ｍ3以下）

基本水量を10ｍ3から8ｍ3に変
更

水量区分を7区分から8区分に
変更

H23.3.31まで水道・井戸汚水
の基本使用料を400円に、浴場
汚水の基本使用料を133円に据
え置き

従
量
逓
増
使
用
料

8円

15円

15円

（水道・井戸汚水）

H9.4.1

基本使用料

（10ｍ
3
以下）

6円

6円

6円

8円

8円

8円

水道料金の3/10 処理区域内に
あっては、左
の条例分に加
算する。

水道料金の3/10

水道料金の3/10

水道料金の3/10

6円

改定年月日
水道汚水
（一般）

井戸
その他の汚水

浴場汚水 処理委託単価 備　　　　　　　考
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 ２）下水道使用料収納状況 

  収納率 81.2％ 

月 
調定 収納 

件数 金額（円） 件数 金額（円） 

４ 47,599 123,168,893 0 0 

５ 41,482 109,626,407 53 74,604 

６ 47,607 125,102,465 40,529 115,209,825 

７ 41,386 104,300,630 40,475 101,943,961 

８ 47,563 128,277,742 45,796 123,975,320 

９ 41,418 111,221,754 40,368 101,449,287 

10 47,598 128,264,721 46,643 133,558,269 

11 41,327 105,398,010 42,026 106,310,018 

12 47,512 128,882,728 45,717 126,676,795 

１ 41,389 108,409,329 42,596 107,737,174 

２ 47,516 127,705,131 45,774 129,873,127 

３ 41,942 106,451,113 38,140 95,294,306 

計 534,339 1,406,808,923 428,117 1,142,102,686 

470円
基本使用料
：150円

  9 ～ 20   50円

 21 ～ 30   60円

 31 ～ 50   70円

 51 ～ 100  80円

101 ～ 200  95円

201 ～ 500  110円

501 ～ 1,000 135円

1,001以上 190円

490円
基本使用料
：150円

  9 ～ 20   50円

 21 ～ 30   65円

 31 ～ 50   75円

 51 ～ 100  85円

101 ～ 200  100円

201 ～ 500  115円

501 ～ 1,000 140円

1,001以上 195円

R2.4.1

基本使用料

（8ｍ
3
以下）

負担増が特定の利用者に偏る
ことを避け、下水道利用者全
体で均等になる案を採用。
従量使用料単価及び基本使用
料を改定

従
量
逓
増
使
用
料

従量使用料

（9ｍ
3
以上）

：26円

H28.4.1

基本使用料

（8ｍ
3
以下）

負担増が特定の利用者に偏る
ことを避け、下水道利用者全
体で均等になる案を採用。
従量使用料単価及び基本使用
料を改定

従
量
逓
増
使
用
料

従量使用料

（9ｍ
3
以上）

：26円

※使用料は、使用者ごとの汚水の種別に応じ、上表を適用して得た額に消費税を加算して得た額とする。
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２ 手数料等 

１）排水設備工事事業者指定手数料 430,000 円 

新規の申請 10,000 円/件  12 件   計 120,000 円 

更新の申請  5,000 円/件  62 件   計 310,000 円   

 

２）その他 

① 下水道施設占用料      37,926 円 

② 下水道台帳コピーサービス 231,550 円 
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